
横浜市がん検診について 

１ 横浜市がん検診の概要 
 
横浜市では職場等でがん検診を受ける機会がない方を対象として、横浜市がん検診を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ※70歳以上の方はすべてのがん検診を無料で受診することができます。 

 

２ がん検診の現況 

横浜市民のがん検診受診率（国民生活基礎調査による推計値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国民生活基礎調査の大規模調査（３年ごと、無作為抽出した地区内の全ての世帯対象）ではがん検診の 

受診に関する調査が行われ、都道府県や政令指定都市の推計値が集計されます。 

横浜市がん検診受診者数 

 

 

 

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

肺 

40歳以上 

エックス線検査（680円） 

胃 

50歳以上 

内視鏡またはエックス線検査 

（2,500円） 

前立腺 

50歳以上 

血液検査（1,000円） 

乳 

40歳以上 

マンモグラフィ（680円） 

または マンモグラフィ＋視触診（1,370円） 

大腸 

40歳以上 

便潜血検査（600円）【令和７年度は無料】 

子宮頸部 

30～60歳  

HPV検査（2,000円）【2025年１月～】 

20～29歳・61歳以上 

細胞診検査（1,360円） 
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３ 受診率向上に向けたこれまでの取組 

 

（１）子宮頸がん検診 HPV検査単独法の開始（令和７年１月～）                               

 

令和７年１月から、30歳から 60歳の女性を対象とする子宮頸がん検診において「HPV検査単独法」を開始しました。

子宮頸がんのほとんどは、HPV（ヒトパピローマウイルス）が子宮頸部に持続的に感染することが原因です。HPV検査は、

そのHPVの感染の有無を調べる検査です。 

HPV は性交経験のある人の大半が感染するといわれていますが、感染しても１、２年でウイルスは免疫力により自然

に排除されます。しかし、一部には感染が持続して、がんのリスクを上げる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
令和７年１～３月の受診者数16,801人（１月：1,376人 ２月：6,403人 ３月：9,022人） 

  
 

【 参考１ 】受診券バーコードシール             【 参考２ 】HPV感染と子宮頸がんの発生の流れ 
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裏面あり 

健康福祉・医療委員会 
令和７年６月３日 
医 療 局 



（２）65歳の方のがん検診無料化（令和６年４月～）                             

 

  多くの方が退職され、職場等でのがん検診を受ける機会が減少する65歳のタイミングで、定期的な受診のきっかけ 

としていただくことを目的として、がん検診を無料化しました。 

 

65歳の受診者数（単位：人）  
令和５年度 令和６年度 前年比 

胃がん（エックス線） 409 979 2.39倍  

胃がん（内視鏡） 784 2,996 3.82倍 

肺がん 2,607 5,016 1.92倍 

大腸がん 3,614 5,317 1.47倍 

子宮頸がん 1,083 2,873 2.65倍 

乳がん 1,154 2,984 2.58倍 

前立腺がん 1,925 3,704 1.92倍 

 

 

（３）70歳以上の方の精密検査無料化（令和７年１月～）                             

    

70歳以上の方はすべてのがん検診を無料で受診することができますが、 

令和７年１月から、横浜市がん検診を受けて「精密検査が必要」となった 

方の早期発見・早期治療を後押しするため、精密検査にかかる医療費の 

自己負担分の助成を開始しました。 

（令和７年１～３月の助成実績：96件、約86万円）※５月９日時点、前立腺がんを除く 

 

 

（４）新たながん検診サイトのオープン（令和６年11月～） 

    

令和６年11月に新たなウェブサイト「横浜市がん検診サイト」をオープンし、約1,400か所のがん検診実施医療機関 

を様々な条件で検索できるようにしました。（令和６年11月～令和７年３月のページ閲覧数：約16万件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報ポスター 

検索画面 検索結果画面 

 



４ 令和７年度の取組 
 

（１）無料クーポン及び受診勧奨通知の送付 

 

20～24歳の女性には子宮頸がん検診、40歳の女性に 

は乳がん検診、65歳の方にはすべてのがん検診の無料 

クーポンを発送します。 

（発送時期：令和７年６月下旬、対象者数：約15万人） 

また、がん検診の受診を促すため受診勧奨通知を 

お送りします。 

（発送時期：令和７年７月中、対象者数：20～69歳の方 

約190万人） 

 

 

（２）子宮頸がん検診無料クーポンの対象年齢拡大 

 

新たに21歳から24歳までの女性（受診歴のある方を除く）に子宮頸がん検診の無料クーポンを送付します。   

無料クーポンをきっかけとして、女性の健康推進の観点から定期的な検診受診の習慣を持つことや、かかりつけの 

婦人科を持つことの大切さを伝えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）働く世代のがん検診 

   

ア がん対策推進企業助成金 

社員のがん検診の受診や治療と仕事の両立支援を促進 

するため、就業規則の改正等を行った法人を対象として 

「がん対策推進企業助成金」を６月下旬から開始します。 

 

イ 健康保険組合や協会けんぽとの協働 

職場によっては、がん検診の実施が限られている場合や 

被扶養者にはがん検診を受ける機会がないことがあります。 

その場合、市内にお住まいの方であれば横浜市がん検診 

を受けていただけるため、新たに健康保険組合や協会けんぽ 

と協力して受診勧奨を進めます。 

 

 

がんの種類 対象年齢 対象者数 

胃、肺、大腸、子宮頸部、

乳、前立腺 
65歳 約4.1万 

乳 40歳 約2.2万 

子宮頸部 
20歳 約1.8万 

21～24歳 約7.3万 

21～24歳子宮頸がん無料クーポン（圧着はがき） 

協会けんぽ被扶養者向け受診勧奨チラシ 

無料クーポン送付内容 

65歳無料クーポン（圧着はがき） 


